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１ 総括 
（１）人件費の状況（普通会計決算） 

人件費とは、職員に支給される給与、特別職に支給される給料・報酬等のほか、職員が

加入している各共済組合に事業主として支払う負担金等を合計したものです。 

区 分 
住民基本台帳人口 

（年度末） 

歳 出 額 A 

（千円） 

実質収支 

（千円） 

人 件 費 B 

（千円） 

人件費率 

B/A（％） 

平成 22年度 196,749人 58,208,933 2,864,094 11,622,291 20.0 

平成 21年度 197,081人 60,436,798 2,441,320 11,660,280 19.3 

（注）普通会計とは、地方公共団体の財政を比較する場合などに用いられる会計区分で、本市の

普通会計は、一般会計とほぼ同じ内容を含んでいます。 

 

（２）職員給与費の状況（普通会計決算） 

職員給与費とは、人件費のうち職員に支給される給与の総額をいいます。（単位:千円） 

区分 職員数 A 
給与費 1人当たり 

給与費 B/A 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B 

平成 22年度 1,228人 4,815,569 1,625,650 1,816,766 8,257,985 6,725 

平成 21年度 1,219人 4,863,810 1,620,496 1,937,496 8,421,802 6,909 

（注）１ 職員手当には、退職手当を含みません。 

      ２ 職員数は、各年度４月１日現在の人数です。 

 

（３）ラスパイレス指数の状況 
ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を１００とした場合の小田原市職員の給与水

準を示す指数です。ラスパイレス指数の推移は、次のとおりです。 

  

 

 

 

 

 

 

ラスパイレス指数の算出方法：小田原市職員と国家公務員について、それぞれを学歴別・

経験年数別に区分し、市職員の構成が国家公務員と同一であると仮定のうえ、区分ごとに市

職員の給料と国家公務員の俸給を比較して算出します。 

 

【参考】地域手当補正後ラスパイレス指数 １０５．４ （平成 22年 4月 1日現在）  

 

（注）平成 22年 4月 1日現在における団体の支給率と国基準の支給率により算出したもの 

※「地域手当補正後ラスパイレス指数」とは、地域手当を加味した地域における国家公務員と

地方公務員の給与水準を比較するため、地域手当の支給率を用いて補正したラスパイレス

指数です。 
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（４）給与改定の概要（平成２２年度実績） 

市職員の給与は、地方公務員法に基づき、国家公務員や他の市町村の職員の給与、民間企

業従業員の給与、生計費などを考慮して、市の条例で定めることになっています。 

平成２２年度は、給与については平均改定率０．１９％の引下げ（若年層を除く。）、期末・

勤勉手当については、１２月期に０．２月の引下げ改定を実施しました。また、５５歳を超

える職員の給料、管理職手当等から１．５％減額する措置を実施しました。 

 

 

２ 一般行政職給料表の状況（平成２３年４月１日現在） 
（１）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況 

                                （単位：円） 

 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 

１号級の 

給料月額 
135,600 185,800 222,900 161,900 289,200 320,600 366,200 413,000 

最高号給の 

給料月額 
243,700 309,200 356,400 390,100 402,500 424,600 458,400 491,300 

 

 

 

３ 職員の平均給与月数、初任給等の状況 
（１）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況 

ア 一般行政職                        （各年４月１日現在） 

区分 

平成 23年 平成 22年 

平均年齢 平均給料月額 
平均給与月額 

平均年齢 平均給料月額 
平均給与月額 

（国ベース） （国ベース） 

小田原市 41.0歳 328,356円 
429,490円 

41.1歳 329,475円 
442,076円 

（378,985円） （394,884円） 

国 42.3歳 327,205円 397,723円 41.9歳 325,579円 395,579円 

神奈川県 43.4歳 349,365円  43.4歳 342,959円  
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イ 技能労務職                     （平成２３年４月１日現在） 

区 分 

公 務 員 民 間 参考 

平
均
年
齢(

歳) 

職
員
数(

人) 

平
均
給
料
月
額(

円) 

平
均
給
与
月
額 

(

Ａ)(

円) 

対
応
す
る
民
間
の
類
似
職
種 

平
均
年
齢(
歳) 

平
均
給
与
月
額(

Ｂ)(

円) 
Ａ/Ｂ 

（
国
ベ
ー
ス
） 

(

円) 

小田原市 49.3 139 311,537 
387,171  

－ － － － 
(363,232) 

内

訳 

清掃職員 48.9 53 321,408 
403,623  

廃棄物処理業従業員 44.6 290,600 1.39 
(373,385) 

学校給食員 49.6 26 290,789 
341,365  

調理士 41.4 287,400 1.19 
(335,765) 

用務員 56.4 6 329,465 
369,300  

用務員 53.8 209,700 1.76 
(367,300) 

自動車運転手 47.7 6 310,012 
390,956  

自家用自動車運転者 56.4 253,700 1.54 
(361,933) 

その他 51.2 48 309,827 
393,002  

－ － － － 
(367,200) 

国 49.5 3,689 283,862 321,662  － － － － 

 

区 分 

参 考 

年収ベース（試算値）の比較 

公務員(Ｃ)(円) 民間(Ｄ)(円) Ｃ/Ｄ 

内

訳 

清掃職員 6,310,492 4,035,300 1.56 

学校給食員 5,359,637 3,859,000 1.39 

用務員 5,946,610 2,943,200 2.02 

自動車運転手 6,061,876 3,594,800 1.69 

その他 6,086,424 － － 

 

（注）該当する職員がいない場合は、ハイフン（－）としています。 

※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用しています。（平成

20～22年の３ヶ年平均） 

※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完

全に一致しているものではありません。 

※年収ベースの「公務員(Ｃ)」及び「民間(Ｄ)」のデータは、それぞれ平均給与月額を１２倍した

ものに、公務員においては前年度に支給された期末・勤勉手当、民間においては前年に支給され

た年間賞与の額を加えた試算値です。 
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☆技能労務職員等の給与等の見直しに向けた取組方針 

１ 現状 

   上記の２（１）イのとおり 

２ 基本的な考え方 

   平成１８年４月に、給与構造の見直しの際、それまで国の一般行政職俸給表（一）に準拠し

ていた技能労務職の給料表を、国の一般行政職俸給表（二）に準拠させたことで、大幅な見直

しを行いました。今後も、国の動向に準じた取組み、見直しを行います。 

３ 具体的な取組内容 

   技能労務職の給料表、手当等について、国の制度変更があった場合に、速やかに国に準じた

措置を行います。 

４ その他 

   （民間委託の推進）学校給食調理業務の委託化 

学校用務員業務の委託化 

   （技能労務職の職員数）退職者不補充により純減予定 

 

（２）職員の初任給の状況                                        （各年４月１日現在） 

区分 

平成 23年 平成 22年 

一般行政職 技能労務職 

高校卒(18歳) 

一般行政職 技能労務職 

高校卒(18歳) 大学卒 高校卒 大学卒 高校卒 

小田原市 184,300円 153,400円 146,700円 184,300円 153,400円 146,700円 

県 178,800円 144,500円  178,800円 144,500円  

国 181,200円 140,100円  181,200円 140,100円  

（注）技能労務職については、年齢及び職務内容ごとに基準額を設定しているため、平均額 

を記載しています。 

 

 

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況           （各年４月１日現在） 

区分 
平成 23年 平成 22年 

経験 10年 経験 15年 経験 20年 経験 10年 経験 15年 経験 20年 

一般行政職 
大学卒 264,567円 321,068円 357,324円 257,324円 317,806円 353,421円 

高校卒   －円   －円   －円   －円   －円   －円 

技能労務職 
高校卒   －円   －円   －円   －円   －円 280,899円 

中学卒   －円   －円   －円   －円   －円   －円 

（注）該当する職員がいない場合は、ハイフン（－）としています。 
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４ 一般行政職の級別職員数等の状況 
（１）一般行政職の級別職員数の状況                      （平成２３年４月１日現在）   

区分 
平成 23年の 

標準的な職務内容 
職員数 

平成 23年 

の構成比 

1年前の 

構成比 

5年前の 

構成比 

1年前及び 5年前の

標準的な職務内容 

8級 部長、副部長、管理監 36人 4.5% 5.3% 6.0 % 部長、副部長、参事 

7級 課長 59人 7.3% 12.0% 10.8 % 課長、課長補佐 

6級 副課長、専門監 69人 8.6% 8.3% 11.1 % 主幹 

5級 係長 160人 19.9% 24.9% 18.2 % 担当主査、上級主査 

4級 主査 213人 26.4% 17.7% 27.7 % 主査 

3級 主任 96人 11.9% 10.3% 11.6 % 主任 

2級 主事 138人 17.1% 16.2% 12.3 % 主事 

1級 主事補 35人 4.3% 5.3% 2.4 % 主事補 

計 806人  

（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級における代表的な職務です。 

   平成23年4月に職制変更を行い、8級から5級までの標準的な職務を変更しました。 
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（２）昇給への勤務成績の反映状況 
ア 勤務成績の評定の実施状況 

平成１８年度から、地方公務員法第４０条に基づき、医療職以外の職員に対して、毎年

１０月１日及び２月１日を評価基準日とした勤務成績の評定（人事評価）を実施していま

す。 

評価対象期間は、１０月１日評価は４月１日～９月３０日とし、２月１日評価は 

１０月１日～１月３１日としており、評価は、能力・態度・業績の３つの側面で実施して、

評価結果（Ａ～Ｅ）を決定しています。 

 

イ 昇給への勤務成績の反映状況 

平成１８年度から、すべての職員（ただし、育児休業中、休職中の職員等を除く。）に

ついて、毎年１月１日に昇給を実施しており、医療職以外の職員の昇給については、   

２月１日評価と１０月１日評価の２つの評価結果に基づき、昇給区分（Ａ～Ｅ）を決定し、

昇給幅に差をつけています。 

     平成２３年１月１日の昇給における一般行政職員の昇給区分の分布は、次のとおりです。 

 

昇給区分 分布率 

Ａ（極めて良好）に決定された者 1.5％ 

Ｂ（特に良好）に決定された者 20.0％ 

Ｃ（良好：標準）に決定された者 74.9％ 

Ｄ（やや良好でない）に決定された者 1.7％ 

Ｅ（良好でない）に決定された者 0.1％ 

 

 

（３）高齢層職員の普通昇給抑制制度の概要 
高齢層職員の昇給抑制制度とは、民間企業等との均衡を図るため、一定年齢以上の職員に

ついて、普通昇給を抑制する制度です。        （平成２３年４月１日現在） 

区分 
昇給抑制年齢 該当職員数（小田原市） 

小田原市 国 平成 22年度 平成 21年度 

一般行政職 55歳以上 55歳以上 149 人  169 人  

技能労務職 57歳以上 57歳以上 34 人  34 人  

 

 

５ 職員の手当の状況 
   職員に支給される手当には、次のようなものがあります。 

   （１）期末手当・勤勉手当：民間企業のボーナス等に相当する手当 

（２）退職手当：退職したときに支給される一時金 

（３）地域手当：民間の賃金水準を基礎とし物価等を考慮して職員に支給される手当  

（４）特殊勤務手当：危険、困難、不健康な業務等に従事したときに支給される手当 

（５）時間外勤務手当：正規の勤務時間を超えて勤務したときに支給される手当 

（６）その他の手当：扶養手当、住居手当、通勤手当、管理職手当等 
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（１）期末手当・勤勉手当の状況                   （平成２２度実績） 

区

分 

小田原市の支給割合（月分） 県の支給割合（月分） 国の支給割合（月分） 

期末 勤勉 計 期末 勤勉 計 期末 勤勉 計 

６

月

期 

1.25 

(0.65) 

0.70 

(0.35) 

1.95 

(1.00) 

1.25 

(0.65) 

0.70 

(0.35) 

1.95 

(1.00) 

1.25 

(0.65) 

0.70 

(0.35) 

1.95 

(1.00) 

1人当たり平均支給額 708千円 

（平均年齢：40歳 5月） 

 

 

 

 

12

月

期 

1.35 

(0.80) 

0.65 

(0.30) 

2.00 

(1.10) 

1.35 

(0.80) 

0.65 

(0.30) 

2.00 

(1.10) 

1.35 

(0.80) 

0.65 

(0.30) 

2.00 

(1.10) 

1人当たり平均支給額 745千円 

（平均年齢：41歳 0月） 

 

 

 

 

計 

2.60 

(1.45) 

1.35 

(0.65) 

3.95 

(2.10) 

2.60 

(1.45) 

1.35 

(0.65) 

3.95 

(2.10) 

2.60 

(1.45) 

1.35 

(0.65) 

3.95 

(2.10) 

1人当たり平均支給額 1,453千円  

 

 

 

加

算

措

置

の

状

況 

職制上の段階、職務の級等による加算 

 

（概要） 

役職加算（5～20％） 

職制上の段階、職務の級等による加算 

 

（概要） 

役職加算（5～20％） 

管理職加算（10～25％） 

職制上の段階、職務の級等による加算 

 

（概要） 

役職加算（5～20％） 

管理職加算（10～25％） 

（注） （ ）内は、再任用職員に係る支給割合です。 

 

【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況（一般行政職） 

ア 勤務成績の評定の実施状況 

平成１８年度から、地方公務員法第４０条に基づき、医療職以外の職員に対して、毎

年１０月１日及び２月１日を評価基準日とした勤務成績の評定（人事評価）を実施して

います。 

評価対象期間は、１０月１日評価は４月１日～９月３０日とし、２月１日評価は 

１０月１日～１月３１日としており、評価は、能力・態度・業績の３つの側面で実施し

て、評価結果（Ａ～Ｅ）を決定しています。 

 

イ 勤勉手当への勤務実績の反映状況 

勤勉手当は、すべての職員に毎年６月及び１２月に支給しており、平成１８年度から、

医療職以外の職員の勤勉手当の成績（Ａ～Ｅ）は、６月支給は２月１日評価（前年度）

の結果を、１２月支給は１０月１日評価の結果を基に決定して、勤勉手当の支給額に差

をつけています。 
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      平成２２年度の勤勉手当における一般行政職職員の成績の分布は、次のとおりです。 

成績区分 分布率【平成２２年度】 

６月期 １２月期 

Ａ（極めて良好）に決定された者 4.5％ 4.2％ 

Ｂ（特に良好）に決定された者 25.3％ 25.8％ 

Ｃ（良好：標準）に決定された者 67.1％ 67.1％ 

Ｄ（やや良好でない）に決定された者 0.8％ 0.8％ 

Ｅ（良好でない）に決定された者 0.1％ 0.2％ 

 

 

（２）退職手当の状況                     （平成２３年４月１日現在） 

区分 
小田原市の支給率 国の支給率 

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年 

勤続 20年 23.50 月分     30.55月分 23.50 月分 30.55 月分 

勤続 25年 33.50 月分 41.34月分 33.50 月分 41.34月分 

勤続 35年 47.50 月分 59.28月分 47.50 月分 59.28月分 

最高限度額 59.28 月分 59.28月分 59.28 月分 59.28月分 

その他の加算措置 職員の区分に応じた調整額 職員の区分に応じた調整額 

1人当たり平均支給額 3,659千円 25,278千円  

（注）１人当たり平均支給額は、平成２２年度に退職した職員に支給された退職手当の平均 

額です。 

 

 

（３）地域手当の状況                   （平成２３年４月１日現在） 

支給対象地域 支給率 支給対象職員 国の制度（支給率） 

小田原市全域（医師を除く。） 7％ 1,868人(50) 3％ 

医師 15％ 88人     15％ 

平成 22年度支給実績 603,581千円 

支給職員 1人当たり平均支給年額 304,685 円 

   （注）（ ）内は、再任用短時間勤務職員であり外数です。 

 

 

（４）特殊勤務手当の状況                     （平成２２年度実績） 
区分 全職種 

支給実績 519,963 千円 

職員全体に占める手当支給職員の割合 54.8 ％ 

支給職員 1人当たり平均支給年額 475,287 円 

手当の種類（手当数） 18 

代表的な手当の名称 清掃作業手当、特殊作業手当、徴収手当、災害出動等手当、医師手当 
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（５）時間外勤務手当の状況                       （各年度実績） 

平成 22年度 
支給総額 775,094 千円  

職員 1人当たり平均支給年額 458,635   円  

平成 21年度 
支給総額 800,432 千円  

職員 1人当たり平均支給年額 476,731   円  

 

（６）その他の手当の状況                   （平成２３年４月１日現在） 

区

分 
内容 小田原市 国 

支給実績 

（22年度） 

支給職員 

1人当たり 

平均支給年額 

（22年度） 

扶

養

手

当 

配偶者 13,700円 13,000円 254,124千円 259,310円 

配偶者以外の扶養親族のうち 2人まで 

配偶者がいない場合（そのうち 1人） 

7,800円 

11,200円 

6,500円 

11,000円 

配偶者以外の扶養親族のうち 3 人目以

降 

6,500円 6,500円 

満16歳の年度初めから満22歳の年度末 

までの子 

5,000円 

加算 

5,000円 

加算 

住

宅

手

当 

借家・借間（最高額） 30,000円 27,000円 334,764千円 179,018円 

持家 15,500円  

その他（平成 22 年度まで支給、平成

23年 4月 1日に廃止） 

4,500円 

（廃止） 

 

通

勤

手

当 

交通機関利用者 

（1月当たりの最高額） 

55,000円 55,000円 131,838千円 84,674円 

交通用具使用者 

（片道 2km以上） 

3,000円 

から 

24,500円 

2,000円 

から 

24,500円 

管

理

職

手

当 

管理職の職務に応じて支給 

定額制 

行(1)の場合 

75,000円 

から 

100,000円 

まで 

定額制 

行(1)の場合 

46,300円 

から 

139,300円 

まで 

266,473千円 972,528円 

 

（７）旅費の概要 
 公務出張、赴任に要する費用を旅費として支給しています。その支給内容の概要は、次の

とおりです。 

鉄道賃、車賃 片道 1キロメートル以上の区間にわたり、鉄道等を利用した場合に、実費を支給 

船賃、航空賃 所定の実費を支給 

日当 廃止 

宿泊料 職に応じて、1泊につき 13,000円又は 15,000円を支給 

支度料 外国への出張、赴任には、支度に要する費用を支給 
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６ 特別職等の報酬等の状況 
（１）特別職等の報酬等の状況                  （平成２３年４月１日現在） 

区分 給料月額等 

給 

料 

市長 889,200円（本来支給額：988,000円を１０％減額中） 

副市長 759,810円（本来支給額：817,000円を ７％減額中） 

教育長 670,700円（本来支給額：706,000円を ５％減額中） 

報 

酬 

議長 586,000円 

副議長 511,000円 

議員 475,000円 

期

末

手

当 

市長 

副市長 

教育長 

（平成 22年度支給割合） 

           6月期    1.40月分 

          12月期    1.40月分   

計      2.80月分 

議長 

副議長 

議員 

（平成 22年度支給割合） 

           6月期    1.55月分 

          12月期    1.60月分   

計      3.15月分 

退

職

手

当 

市長 

副市長 

教育長 

【算定方式】 

退職手当＝給料月額×在職月数
※1

×支給割合
※2

 

※1 在職月数：任期（4年）満了の場合 48月 

※2 支給割合：市長（45％）副市長（30％）教育長（収入役）（22.5％） 

 

【１期の手当額】 

市   長 ：21,340,800円 

副 市 長 ：11,764,800円 

教 育 長 ： 7,624,800円 

 

【支給時期】 

離職、又は任期満了時 

 

（注）退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期 

（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込額です。 
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７ 職員数の状況 
（１）職員の総数 
    一般職の職員の条例上の定数と現在の職員数        （各年４月１日現在） 

 平成 23年 平成 22年 増減 

条例上の定数 2,046人 1,996人 50人 

職員数 1,956人(50人) 1,936人(41人) 20人( 9人) 

 うち女性 802人( 9人) 764人( 7人) 38人( 2人) 

（注）１ 一般職の職員とは、市長、議員等の特別職の職員以外の職員をいい、その職種には、

一般行政職、技能労務職、消防職、医療職があります。 

２ 一般職の職員（常勤）の定数については、条例で定めることとされ、この数が職員

数の限度となります。ただし、教育長を除きます。 

３ （ ）内は、再任用短時間勤務職員であり、外数です。 

  

（２）部門別職員数の状況と主な増減理由                (各年４月１日現在) 

部門区分 
職員数（人） 対前年 

増減数 
主な増減理由 

平成 23年 平成 22年 

普通

会計 

一

般

行

政 

議  会 12   12   0      

総  務    287(24)    252(11) 35(13) 
教育委員会所管の文化政策、スポーツ

施設管理等の受入れ 

税  務 72(1) 73(1) -1(0)   

労  働 2   2   0      

農林水産 30 28 2   林業再生業務の強化 

商  工 31(1) 29(1) 2(0)  体制の強化 

土  木 152(7) 165(9) -13(-2) 体制及び業務の見直し 

民  生 152(0) 144(1)   8(-1) 生活保護業務等の充実 

衛  生 124(2) 129(2) -5(0)  ごみ処理業務の委託化 

計 862(35) 834(25) 28(10) 
＜参考＞ 

人口 1万人当たり職員数 43.81人 

教  育  155(1)  188(6) -33(-5)  教育委員会所管の文化政策、スポーツ

施設管理等の市長部局への移管 

消  防 205 206 -1     退職者の増 

小計 1,223(36) 1,228(31) -6(5)  
＜参考＞ 

人口 1万人当たり職員数 62.16人 

公営

企業

等 

会計 

病  院 579(1) 545(1) 34(0)  医師、看護師の充実等、体制の強化 

水  道 54(7) 58(4) -4(3)  退職者不補充等 

下 水 道 40(2) 42(3) -2(-1) 業務の見直し 

そ の 他 61(4) 63(2) -2(2)  業務の見直し 

小計 734(14)   708(10)   26(4)  業務の見直し 

合計 1,956(50)   1,936(41)   20(9)  
＜参考＞ 

人口 1万人当たり職員数 99.42人 

（注）１ 職員数は、一般職の職員数です。ただし、臨時職員又は非常勤職員を除きます。 

２ （ ）内は、再任用短時間勤務職員であり、外数です。 

３ 普通会計とは、公営企業等会計以外の部門です。公営企業等会計とは、病院、下水道

等の部門です。 

４ 平成２３年４月の組織・機構の変更により、教育委員会が担っていた文化・芸術に関

する事務等を市長部局に移管したことなどに伴い、教育部門の人員が一般行政部門に

異動しています。 
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（３）年齢別職員数の状況 

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

18%

H23構成比

5年前の構成比

 

 

 

 

区分 

20歳 

 

未満 

20歳 

～ 

23歳 

24歳 

～ 

27歳 

28歳 

～ 

31歳 

32歳 

～ 

35歳 

36歳 

～ 

39歳 

40歳 

～ 

43歳 

44歳 

～ 

47歳 

48歳 

～ 

51歳 

52歳 

～ 

55歳 

56歳 

～ 

59歳 

60歳 

 

以上 

計 

H23人数(人) 4 104 178 216 238 213 293 258 165 145 134 8 1956 

H23構成比(%) 0.2 5.3 9.1 11.0 12.2 10.9 15.0 13.2 8.4 7.4 6.9 0.4 100.0% 

5年前人数(人) 0 49 173 197 213 301 234 163 166 169 243 2 1961 

5年前構成比(%) 0.0 2.5 8.8 10.0 10.9 15.3 11.9 8.3 8.5 8.6 12.4 0.1% 100.0% 

 

（４）職員数の推移 

                             各年度 4月 1日現在：単位（人） 

年度 

部門別 
Ｈ18  Ｈ19  Ｈ20  Ｈ21  Ｈ22  Ｈ23  

過去 5年間の 

増減数（率） 

普
通
会
計 

一般行政 863 838 820 822 834 862 ▲１(▲0.1%) 

教育 217 214 200 192 188 155 ▲６２(▲28.4%) 

消防 204 204 204 205 206 205   １(0.4%) 

（小計） 1284 1256 1224 1219 1228 1222 ▲６２(▲4.8%) 

公
営
企
業
会
計 

特
別
会
計
・ 

特別会計 108 107 107 105 105 101 ▲７(▲6.5%) 

病院 448 466 483 522 545 579 １３１(29.2%) 

水道 70 67 62 61 58 54 ▲１６(▲22.9%) 

（小計） 626 640 652 688 708 734 １０８(17.3%) 

総 合 計 1,910 1,896 1,876 1,907 1,936 1,956 ４６(2.4%) 

 ※ 平成 23年 4月の組織・機構の変更により、教育委員会が担っていた文化・芸術に関する事務 

を市長部局に移管したことなどに伴い、教育部門から一般行政部門に職員が異動しています。 

歳
以
上 

 

～ 

 

～ 

 

～ 

 

～ 

 
～ 

 

～ 

 

～ 

 

～ 

 

～ 

 

～ 

 

歳
未
満 

 20   20   24   28   32   36   40   44   48   52   56    60 

23   27   31   35   39   43   47   51   55   59 
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（５）採用者の状況 
     ア 職種別に採用した職員数 

区分 
平成22年度(人) 平成21年度(人） 

試験採用 選考採用 計 試験採用 選考採用 計 

一

般

行

政

職 

一般事務 
36 4 40 28 3 31 
20 1 21 18 1 19 

保 健 師 
6  6 3  3 
6  6 3  3 

栄 養 士 
2  2 2  2 
2  2 2  2 

土木技術 
6  6 5  5 
1  1 0  0 

建築技術 
3  3 2  2 
0  0 1  1 

化学技術 
1  1 2  2 
0  0 1  1 

電気技術 
1  1    
0  0    

機械技術 
1  1    
0  0    

学芸員 
3  3    
2  2    

保育士 8  8 5  5 
幼稚園教諭 7  7 5  5 

消防職 
6  6 6  6 
0  0 2  2 

医 

療 

職 

医    師 
 38 38  36 36 
 10 10  12 12 

看 護 師 
26  26 36  36 
22  22 32  32 

助 産 師 
1  1 1  1 
1  1 1  1 

医療技師 
3  3 8  8 
2  2 2  2 

計 
103 42 145 98 39 137 
63 11 74 67 13 80 

   （注） 各職種の下段は、女性の採用者数であり、内数です。 

 

 

イ 構造改革特区による医師の臨時的任用の状況 

区 分 
平成２２年度 平成２１年度 

試験採用 試験採用 試験採用 試験採用 選考採用 計 

医療職 医師 
８ ２ １０ ５ ５ １０ 

１ １ ２ １ ２ ３ 

（注）  各職種の下段は、女性の人数であり、内数です。 
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ウ 採用試験の実施状況 

区分 
平成 22年度（人） 平成 21年度（人） 

受験者 
1次 

合格者 
2次 

合格者 
最終 
合格者 

倍率 受験者 
1次 

合格者 
2次 

合格者 
最終 
合格者 

倍率 

一 

般 

行 

政 

職 

一般事務 336 61 39 26 
12.9 

292 62 43 33 
8.8 

123 29 18 11 102 30 22 18 
一般事務 

【育休代替】 
17 8 - 6 

2.8 
10 5 - 5 

2.0 
16 7 - 5 9 5 - 5 

一般事務 
身体障害者 

13 5 4 3 
4.3 

20 3 3 3 
6.7 

2 0 0 0 3 1 1 1 

保健師 
14 11 8 7 

2.0 
17 12 8 6 

2.8 
12 9 7 7 16 12 8 6 

保健師 
【育休代替】 

2 2 - 2 
1.0 

    
 

2 2 - 2     
栄養士 

 
18 7 5 2 

9.0 
    

 
16 7 5 2     

土木技術 
26 9 5 4 

6.5 
20 7 6 6 

3.3 
10 1 0 0 4 1 1 1 

建築技術 
13 4 3 2 

6.5 
14 8 6 3 

4.7 
4 1 0 0 0 0 0 0 

化学技術 
24 8 4 2 

12.0 
7 4 3 1 

7.0 
6 1 1 1 1 0 0 0 

電気技術 
4 1 1 1 

4.0 
15 13 8 5 

3.0 
0 0 0 0 12 10 7 5 

機械技術 
7 1 0 0 

- 
9 3 2 1 

9.0 
0 0 0 0 0 0 0 0 

保育士 
幼稚園教諭 

18 11 8 5 
3.6 

20 10 8 5 
3.0 

11 9 6 4 16 9 7 5 
保育士 

幼稚園教諭 
【育休代替】 

4 4 - 4 
1.0 

2 2 - 2 
1.0 

4 4 - 4 2 2 - 2 

学芸員 
    

 
24 11 5 3 

8.0 
    14 6 3 2 

消防職 
93 22 10 5 

18.6 
55 15 10 6 

9.2 
0 0 0 0 2 0 0 0 

医
療
職 

看護師 
34 - - 32 

1.1 
34 - - 34 

1.0 
30 - - 28 30 - - 30 

助産師 
1 - - 1 

1.0 
1 - - 1 

1.0 
1 - - 1 1 - - 1 

薬剤師 
    

 
    

 
        

医療技師 
5 5 - 3 

1.6 
5 - - 3 

1.6 
4 4 - 2 3 - - 2 

計 
629 159 87 105  545 155 102 117  

241 74 37 67 215 76 49 78 

（注）１  各職種の下段は、女性の人数であり、内数です。 

２  平成 20 年度から、一般行政職の採用試験は 3 次制（育児休業代替任期付職員を除

く。）になりました。 
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（６）退職者の状況 

    退職は、次の事由ごとに区分されます。 

     ア 定年退職：６０歳（医師は６５歳）に達したことによる退職 

     イ 自己都合退職：本人の都合による退職 

     ウ その他の退職：死亡による退職や他の行政機関の職員となるため退職する場合等 

    事由別の退職者数は、次のとおりです。 

区分 
平成 22年度（人） 平成 21年度（人） 

定年 自己都合 その他 計 定年 自己都合 その他 計 

一般行政職 35 12 9 56 42 8 7 57 

技能労務職 16 2  18 9   9 

消防職 2 2  4 5 1  6 

医療職 4 42 7 53 4 39 6 49 

計 57 58 16 131 60 48 13 121 

 

（７）再任用の状況 

   再任用とは、地方公務員法に基づき、定年退職者を従前の勤務実績等に基づく選考により

再び採用する制度です。なお、再任用職員には、職員と同様の時間を勤務する常時勤務職員

と、それよりも短い時間を勤務する短時間勤務職員があります。（各年４月１日現在） 

区分 
平成 23年（人） 平成 22年（人） 

常時勤務職員 短時間勤務職員 常時勤務職員 短時間勤務職員 

一般行政職 0 37 0 34 

技能労務職 0 13 0 7 

計 0 50 0 41 

 

（８）外郭団体等への管理職の再就職の状況             （平成２２年度） 
    退職時に管理職であった者の外郭団体等への再就職の状況は、次のとおりです。 

再就職先 
他の地方公

共団体 

特定地方独立

行政法人 
外郭団体 非営利団体 営利企業 自営業 計 

再就職者数(人) 0 0 10 2 0 0 12 

（注）１ 外郭団体とは、公益事業協会等、小田原市が資本金又は基本金等の２５％以上を出

資している法人をいいます。 

     ２ 自己都合等による退職者は、除いています。 

 

（９）身体障害者及び知的障害者の任用状況（障害者雇用率） 

 

８ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 
（１）勤務時間、休憩時間の概要              （平成２３年４月１日現在） 

職員の勤務時間は、交替制勤務の職員等を除き、８時３０分から１７時１５分までの１日７

時間４５分、週３８時間４５分です。勤務時間には、１時間の休憩時間（無給）があります。 

8:30            12:00        13：00                  17:15 

 

 

法定雇用率  2.10 ％ 平成22年度    2.27 ％ 平成21年度    1.89 ％ 

休憩時間 
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（２）年次休暇の概要と取得状況 
    労働基準法及び小田原市職員の勤務時間、休暇等に関する条例に基づき、原則として 

１年につき２０日の有給休暇が与えられます。（各年１月１日から１２月３１日まで） 

平成 22年の平均取得日数 平成 21年の平均取得日数 

7.5日 7.2日 

 

（３）特別休暇の概要  
    年次休暇以外に次の事由に該当する場合は、特別休暇を取得することができます。 

（平成２３年４月１日現在） 

種類 付与日数等 

選挙権その他公民としての権利の行使 必要と認める期間 

裁判員、証人等として官公庁等への出頭 必要と認める期間 

骨髄提供のための休暇 必要と認める期間 

ボランティア休暇 5日以内 

夏季休暇（原則として 6月 20日から 9月 30日までの間） 5日以内 

結婚休暇 7日以内 

妊娠中又は出産後 1年以内である女子職員の保健指導又は健康診査 必要と認める時間 

妊娠中の女子職員の母体の健康維持に重大な支障を与えると認めら

れる場合の通勤の緩和 

1 日に 1 時間以内で必要と認め

る時間 

産前・産後休暇（分べん予定日以前 8 週間目（多胎妊娠の場合は 14

週間目）から分べんの日後 8週間目までの期間内） 

必要と認める期間 

妻の出産に伴う休暇 3日以内 

男性職員の育児参加のための休暇 5日以内 

女子職員の生理休暇 2日以内 

生後満 1年に達しない子の養育 1日 2回、1回 30分 

子の看護のための休暇 5日以内 

（養育する子が 2 人のとき以上

の場合は 10日以内） 

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律に規定す

る交通の制限又は遮断 

必要と認める期間 

風水震火災その他の非常災害による交通遮断 必要と認める期間 

その他交通機関の事故等の不可抗力の事故 必要と認める期間 

天災地変等による職員の現住居の滅失又は破壊 1週間以内で必要と認める期間 

親族の死亡 続柄に応じて定める期間内のう

ち必要と認める期間 

父母又は配偶者の祭日 

（命日、初七日など追悼のための特別な行事を行う日） 

1日 

永年勤続休暇 勤続 20年は 3日以内 

勤続 30年は 5日以内 

 

 

 



19 

（４）介護休暇の概要と取得状況 
   職員が要介護状態にある家族を介護するための休暇制度であり、連続する６月の期間内に

おいて必要と認められる期間、取得することができます。介護休暇は、１日単位又は時間単

位で取得することができます。 

区分 平成 22年 平成 21年 

取得者数 0人（0） 0人（0） 

（注）（ ）内は、男性の取得者数であり、内数です。 

 

 

（５）療養休暇の概要と取得状況    （各年１月１日から１２月３１日まで） 
    職員が負傷又は疾病のために勤務できない場合の休暇制度であり、医師の診断書等に基づ

き、療養のために必要最小限度の期間、取得することができます。 

区分 平成 22年 平成 21年 

取得者数 168人 143人 

 

 

（６）育児休業等の概要と取得状況      （各年１月１日から１２月３１日まで） 
    職員が育児をするための休業制度であり、子が３歳に達する日までの期間、取得すること

ができます。育児休業は１日単位で取得することができ、部分休業は時間単位で取得するこ

とができます。 

区分 平成 22年 平成 21年 

育児休業取得者数 53人（0） 55人（0） 

育児短時間勤務者数  4人（0）  2人（0） 

部分休業取得者数 17人（1） 11人（2） 

（注）（ ）内は、男性の取得者数であり、内数です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（各年１月１日から１２月３１日まで） 
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（７）安全衛生管理体制の整備状況  
職員の安全衛生管理については、労働安全衛生法及び小田原市職員安全衛生管理規程に基

づき整備するとともに、管理体制の充実・推進を図っています。 

 

ア 安全衛生委員会 

職員の安全及び衛生に関する事項を調査審議するために、１０の事業場に安全衛生委員

会を設置しています。安全衛生委員会は、危険及び健康障害の防止に向け、職場巡視、安

全衛生研修等を実施し、快適な職場環境の形成促進に向け活動しています。 

事業場の区分は次のとおりです。 

区分 事業場の内容 

1 環境事業センターの職員を中心とした事業場 

2 水道局の職員を中心とした事業場 

3 学校給食共同調理場の職員を中心とした事業場 

4 市立病院の職員を中心とした事業場 

5 消防本部及び消防署の職員を中心とした事業場 

6 教育委員会（学校給食共同調理場等の職員を除く。）の職員を中心とした事業場 

7 
公営事業部、市民部、防災危機管理部、環境部（環境事業センターの職員を除く。）、

経済部の職員を中心とした事業場 

8 福祉健康部の職員を中心とした事業場 

9 都市部、建設部、下水道部の職員を中心とした事業場 

10 1～9の事業場以外の事業場 

 

イ 安全衛生協議会 

安全衛生委員会相互の調整並びに職員の安全及び衛生に関する重要事項を調査審議す

るため、安全衛生協議会を設置しています。安全衛生協議会は、各委員会の総括安全衛生

管理者、各委員会の安全管理者及び衛生管理者を中心に構成しています。 

 

ウ 産業医 

職員の健康管理について適切な措置を講ずるために、本市においては２名の認定産業医

を委嘱しています。産業医の主な職務は、職員の心身両面にわたる健康に関する相談、職

場環境の改善等安全衛生全般に関する医学的見地からの助言や指導です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



21 

９ 職員の分限処分及び懲戒処分の状況 
職員は身分を保障されていますが、一定の事由があれば、分限処分や懲戒処分により職を失

ったり、給料を減額されたりします。 

分限処分は、公務の能率の維持のために行う処分であり、懲戒処分は、公務員としてふさわ

しくない非行があった場合に、規律の保持と公務員秩序を維持するために行う処分です。 

 

（１）分限処分の状況   

処分事由 
平成 22年度（人） 平成 21年度（人） 

免職 降任 休職 免職 降任 休職 

勤務実績が良くない場合 0 0  0 0  

心身の故障の場合 0 0 23 0 0 14 

職に必要な適格性を欠く場合 0 0  0 0  

職制、定数の改廃、予算の減少に

より廃職、過員を生じた場合 
0 196  0 0  

刑事事件に関し起訴された場合   1   0 

計 0 196 24 0 0 14 

 

 

（２）懲戒処分の状況  

処分事由 
平成 22年度（人） 平成 21年度（人） 

免職 停職 減給 戒告 免職 停職 減給 戒告 

諸給与の不正領得 0 0 0 0 0 0 0 0 

受験採用の際の虚偽行為 0 0 0 0 0 0 0 0 

職務命令違反 0 0 0 0 0 0 0 0 

信用失墜行為 0 0 0 0 0 0 0 0 

守秘義務違反 0 0 0 0 0 0 0 0 

職務専念義務違反 0 0 0 0 0 0 0 0 

政治的行為違反 0 0 0 0 0 0 0 0 

争議行為 0 0 0 0 0 0 0 0 

営利企業等従事制限違反 0 0 0 0 0 0 0 0 

欠勤・遅刻・早退・勤務態度の不良等 0 0 0 0 0 0 0 0 

公職選挙法違反 0 0 0 0 0 0 0 0 

傷害・暴行・迷惑行為等による法令違反 0 0 0 0 0 0 0 0 

金銭・異性関係等の非行 0 0 0 0 0 0 0 0 

一般の非行（その他） 0 0 0 0 0 0 1 0 

収賄 0 0 0 0 0 0 0 0 

横領 0 0 0 0 0 0 0 0 

道路交通法違反 0 1 0 0 0 0 0 0 

管理監督者責任 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 1 0 0 0 0 1 0 
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１０ 職員の服務の状況 
（１）服務に関する基本原則の概要 

基本原則 概 要 

職務専念義務 職員は全体の奉仕者として、勤務時間中全力で職務遂行しなければなら

ない。 

信用失墜行為の禁止 職員は職の信用を傷つけたり、職の全体の不名誉となる行為をしたりし

てはならない。 

営利企業等の従事制限 職員は営利企業等に従事することは制限されており、従事する場合には

許可を受けなければならない。 

争議行為等の禁止 職員は争議行為等が禁止されている。 

 

守秘義務 職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。 

 

政治的行為の制限 職員は政党その他の政治的団体の結成に関与する等の政治的行為が禁

止されている。 

 

 

（２）職務専念義務免除制度の概要と免除の状況    （平成２２年度実績） 
     職務専念義務は、次のような一定の事由がある場合に限り免除されます。 

免除の種類 承認者数(延べ人数） 

人間ドックを受診する場合 749人  

共済組合主催の事業に参加する場合 1人  

公的機関及びこれに準ずる機関主催のスポーツ大会に参加する場合 23人  

職務に関連のある学術その他の会合に依頼されて出席する場合 149人  

職務に関連のある事項に関して講師等を依頼されて出席する場合 273人  

その他（消防団の活動など） 20人  

計 1,215人  

 

 

（３）営利企業等従事許可制度の概要と許可の状況   （平成２２年度実績） 

許可した内容 許可件数 

消防団員 3件  

原稿執筆 6件  

その他（講師、講演、検診など） 395件  

計 404件  
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１１ 職員の研修及び勤務成績の評定の状況 
（１）人材育成基本方針の概要 

組織の活力を高め、職員一人ひとりの個性を重視しつつ、地方自治体が直面する様々な課

題に即応できる知識・能力を備えた人材の育成を推進するための指針として「小田原市人材

育成基本方針」（平成１３年３月策定）を平成１９年２月に改定しました。 

この人材育成基本方針では、人材育成の目標となる「職員像」を定めるとともに、目標を

達成するための方策を示しています。 

職員研修は、この人材育成基本方針に基づき実施しています。 

 

 

（２）研修体系の概要と実施状況 
職員研修には、職員の自主的な学習活動である「自己啓発」、職場において職務を通して

行う「職場研修」、職場を離れて体系的・集中的に学習する「職場外研修」があります。 

            自己啓発（外部研修・講座等の受講助成、自主研究グループ助成、 

職員研修視察） 

職員研修     職場研修（新採用職員職場内研修、ＯＪＴの推進） 

 

            職場外研修（職階層別や公募をもとに市で実施する集合研修と、専門研

修機関へ派遣する派遣研修） 

 

 

ア 自己啓発の状況（平成２２年度実績） 

   職員自らが必要を感じて、自発的・主体的に学習や研究を行っています。 

   （ア）外部研修・講座等の受講助成：１７人 １４講座 

（イ）自主研究グループ     ：１グループ ６４人 

   （ウ）職員研修視察       ：２５件 ２９人 

 

イ 職場研修の状況（平成２２年度実績） 

   それぞれの職場で主に職務を通して行う研修です。仕事に必要な情報、知識及び技術 

を習得します。 

   外部講師による職場研修：９部署 １０６人 
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ウ 職場外研修の状況 

（Ⅰ）集合研修 

知識・技術・態度を体系的・集中的に学習し、自己啓発や職場研修では学習できない

他分野の人との討議、交流などを行うため、次のような集合研修を行っています。 

研修講座名 受講者 平成 22年度（人） 平成 21年度（人） 

採用内定者 採用内定者  67 

新採用職員 新採用職員 72 49 

主事昇任前 主に採用後１年目の職員 53 42 

主事Ⅰ（プレゼンテーション） 主に採用後２年目の職員 37 40 

主事Ⅱ（徴収事務） 主に採用後３年目の職員 33 22 

主事Ⅲ（民法） 主に採用後４年目の職員 21 22 

主事Ⅳ（行政法） 主に採用後５年目の職員 18 14 

主事Ⅴ（政策形成基礎研修） 主に採用後６年目の職員 18 27 

主任 主任昇任者 39 32 

主査 主査昇任者 25 25 

新任監督者 担当主査・係長昇任者 29 32 

新任課長補佐 課長補佐昇任者 25 25 

新任課長 課長昇任者 24 13 

ライフプランセミナー 定年退職予定者 60 60 

技能・業務職員 技能・業務主査・主任昇任者 

73 

4 

「人生は楽しむために！」講演会 

（22年度は技能・労務職員研修と兼ねて

開催） 

公募による選考 

 

臨時職員 臨時職員 19 30 

行財政研修会 公募による選考  66 

自治体における訴訟実務 公募による選考  12 

人権問題啓発講演会 

（21年度は、男女共同参画社会講演会と

兼ねて開催） 
公募による選考 

23 22 
男女共同参画社会講演会 

（21年度は、人権問題啓発講演会と兼ね

て開催） 
公募による選考 

交通安全啓発講演会 公募による選考 68 54 

実務研修 公募による選考 52 97 

公務員倫理講演会 公募による選考 73 58 

ホスピタリティ・マインド研修 公募による選考  20 

市民との協働研修会 公募による選考 78  

ハードクレーマー研修 公募による選考  71 

チームビルディング研修 課長・課長補佐級職員 57  

タイムマネジメント研修 主事・主任級職員 19  
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メンタルタフネス研修 公募による選考 13  

危機管理講演会 管理監督者級 121  

合       計 1,050 904 

 

 

 

（Ⅱ）派遣研修 

高度で専門的な知識や公務部内では得がたい知識を学ぶほか、人的なネットワークを

構築するため、次のような研修機関に派遣しています。 

研修機関 平成 22年度（人） 平成 21年度（人） 

総務省  1 

国土交通省 1 1 

自治大学校／事後研修含む 6 6 

国土交通大学校 3 3 

全国市町村職員中央研修所 6 13 

神奈川県市町村振興協会・市町村研修ｾﾝﾀｰ 174 174 

神奈川県都市整備技術センター 38 40 

民間研修機関 12 35 

民間企業研修   

合      計 240 296 
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（３）人事評価制度の概要 
     人事評価制度とは、「職員一人ひとりの職務遂行能力、仕事の結果等を一定の基準と手続

きに基づいて、一斉かつ定期的に把握し人事管理に活用する仕組み」です。 

    具体的には、上司が個々の部下の職務行動を個人別に観察し、仕事の実績、発揮された能

力、そして職務遂行の上で確認できた事実を、組織が定めた一定の明確な基準・ルールに基

づいて客観的に把握するもので、評価した結果は主に次の目的のために活用します。 

① 職員を客観的・多面的・分析的に把握して、公正な人事管理を行うための基礎資料 

② 評価者（上司）から本人（部下）への指導を通じての能力開発、組織の活性化、職場

のモラール向上等 

③ 異動・人事配置などの人事管理 

   人事評価の構成は次のとおり、業績評価、態度評価、能力評価の３つの側面で実施します。 

＜小田原市人事評価の階層別評価要素一覧表＞ 

 一般職１～２級 

（主事補、主事等） 

一般職３～４級の一部 

（主任・主査） 

一般職５級 

（係長<監督職>） 

一般職６～８級 

（副課長以上の 

管理職） 

業績 

評価 
仕事の質 

仕事の量 

仕事の質 

仕事の量 

仕事の質 

仕事の量 

仕事の質 

仕事の量 

態度 

評価 

規律性 

責任性 

協調性 

挑戦・工夫（積極性） 

市民志向 

規律性 

責任性 

協調性 

挑戦・工夫（積極性） 

コスト意識 

市民志向 

規律性 

責任性 

協調性 

挑戦・工夫（積極性） 

経営感覚 

市民志向 

 

責任性 

協調性 

挑戦・工夫（積極性） 

経営感覚 

能力 

評価 

知識・技術力 知識・技術力 知識・技術力 知識・技術力 

 

理解分析力 

表現力 

実行力 

企画力 

理解分析力 

折衝力 

実行力 

企画力 

判断力 

渉外力 

実行力 

指導力 

企画調整力 

 

決断力 

渉外力 

指導育成力 

管理統率力 

 

 保育士・幼稚園教諭職 

（主査まで） 

消防職 

(消防署・主査まで) 技能・労務職 

業績 

評価 
仕事の質 

仕事の量 

仕事の質 

仕事の量 

仕事の質 

仕事の量 

 

態度 

評価 

規律性 

責任性 

協調性 

挑戦・工夫（積極性） 

市民志向 

規律性 

責任性 

協調性 

挑戦・工夫（積極性） 

規律性 

責任性 

協調性 

挑戦・工夫（積極性） 

 

能力 

評価 

知識・技術力 

理解分析力 

応対･表現力 

包容力 

知識・技能 

理解分析力 

報告力 

現場対応力 

体力 

知識・技能 

理解分析力 

報告力 

注意力 

体力 
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１２ 職員の福祉及び利益の保護の状況 
（１）共済組合の短期給付及び長期給付の概要 

市の職員（常勤）は、神奈川県市町村職員共済組合に加入して、短期・長期給付を受ける

ことができます（栄養士、用務員等一部の職員は、公立学校共済組合に加入しています。）。 

神奈川県市町村職員共済組合は、常時勤務する職員を組合員として組織される団体であ

り、職員からの掛金と地方公共団体からの負担金などにより運営されています。 

 

ア 短期給付 

法定給付 

保健給付 療養費、高額療養費、出産費、埋葬料などの給付 

休業給付 育児休業手当、傷病手当金などの給付 

災害給付 災害見舞金、弔慰金の給付 

法定外給付 附加給付 入院附加金、出産費附加金などの給付 

      

イ 共済組合の長期給付（厚生年金相当部分、職域年金相当部分） 

退職給付 退職共済年金 
職員（共済組合員）期間等２５年以上の者が退職した場合で、

６０歳に達したとき等に支給される年金 

障害給付 
障害共済年金 

法定の障害等級に該当する状態にある場合に、障害の程度に

応じて支給される年金 

障害一時金 軽度の障害の状態のときに支給される一時金 

遺族給付 遺族共済年金 組合員が死亡したとき、遺族に支給される年金 

 

ウ 国民年金からの給付（基礎年金） 

老齢基礎年金 
職員（共済組合員）期間等２５年以上の者が退職した場合で、６５歳に達し

たとき等に支給される年金 

障害基礎年金 
法定の障害等級に該当する状態にある場合に障害の程度に応じて支給される

年金 

遺族基礎年金 組合員が死亡したとき、遺族に支給される年金 

 

 

（２）共済組合の福祉事業の概要 

      共済組合は、福祉事業として、職員（組合員）の健康保持・疾病予防事業などの保健・保

養及び教養に資する事業、住宅貸付などの貸付事業、貯金事業、物資の斡旋事業など職員の

福祉のための事業を行っています。 

保健事業 人間ドック等の補助金、委託保養所の利用助成券の配布など 

貸付事業 普通貸付、住宅貸付、災害貸付、医療貸付、入学貸付など 

貯金事業 給与から天引きによる貯金 

物資事業 自動車や家庭生活物品等の斡旋事業 
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（３）公務（通勤）災害補償の概要と実施状況  

職員が仕事中又は通勤途中に災害（負傷、疾病、傷害又は死亡をいいます。）を被った場

合には、地方公務員災害補償基金から一定の補償がなされます。 

（平成２３年４月１日現在）  

区分 
    平成22年度     平成21年度 

傷病 死亡 傷病 死亡 

通勤災害 
発生件数 1 0 1 0 

新規認定件数 1 0 1 0 

仕事中の災害 
発生件数 20 0 16 0 

新規認定件数 20 0 16 0 

計 
発生件数 21 0 17 0 

新規認定件数 21 0 17 0 

 

 

（４）職員の健康診断等の概要 

労働安全衛生法に基づき、職員の健康診断を年１回実施しています。また、年１回産業

医が巡回して、執務環境の状況をチェックするとともに、その改善に取り組んでいます。 

 

 

（５）メンタルヘルスへの対応状況 

職員や家族を対象として、「心の相談室」を設置し、週１回、産業カウンセラーが相談

に応じています。また、メンタル系疾患休職者の円滑な職務復帰を図るため、精神科医を

導入しています。 

さらに、職員互助会への委託によりメンタルヘルスチェックを実施して、セルフケアを

充実させるとともに、結果の組織分析を行い、ラインケアの強化を図っています。 

そのほか、管理監督者等を対象としたメンタルヘルスの講習を行っています。 

 

 

（６）ハラスメントへの対応状況 

相談や苦情を処理する窓口を企画部職員課人事研修係、給与福利係及び保健室に設置し、

随時相談・苦情に応じています。 

        なお、「小田原市職場におけるハラスメントの防止等に関する要綱（平成 22年 4月 1日

一部改正）」に基づき、従来セクシャルハラスメントに限定した対応であったものをパワ

ーハラスメント等にも対応し、ハラスメント全体の相談・苦情に応じる体制を整えていま

す。 
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（７）その他厚生制度の概要 
地方公共団体は、地方公務員法に基づき、職員の保健、元気回復その他厚生に関する

事項について計画を樹立し、これを実施しなければならないと定められており、市はこ

れらの業務を小田原市職員互助会に委託しています。 

小田原市職員互助会は、職員の互助共済及び福利厚生を増進するために設立された組

織で、市職員（平成２２年４月１日現在１９４０名）で構成されています。職員からの

会費及び市からの委託料をもとに運営しております。市からの委託料は、福利厚生事業

委託特別会計にて独立して管理・運営し、職員の会費のみで運営している一般会計と明

確に区別しております。委託事業では、人間ドック等負担金の一部助成、メンタルヘル

ス対策事業等を実施しています。一般会計の事業としては、職員に対する慶弔金や見舞

金の給付事業、生活資金の貸付事業、生活物資の斡旋等を実施しております。 

【職員互助会に委託して実施した事業】 

事業概要 金  額 

人間ドック等受診者助成事業 

人間ドックを受診した場合、１人上限１５，０００円を助成。 

脳ドックを受診した場合、１人上限１０，０００円を助成。 

（人間ドック助成を受けた者は上限５，０００円） 

がん検診を受診した場合、１人上限１０，０００円を助成。 

（人間ドック助成を受けた者は対象外）（対象 ８４５名） 

１２，２６９，０３４円 

（１４，５１９円） 

メンタルヘルス対策事業 

メンタルヘルスチェック及び研修会の実施。電話、メールに

よる相談対応。（対象 １９４０名） 

４，２６４，２３０円 

（２，１９８円） 

ウオーク大会事業（参加者１６９名） 
２，１９０，７００円 

（１，３００円） 

各種大会助成事業など 

湘南六市役所体育大会や各部対抗球技大会の開催費、同大会

及び湘南六市役所囲碁将棋大会等への参加助成など。 

  （対象 全職員（１９４０名） 

２，１２５，７３６円 

（１，０９５円） 

職員文化祭の開催 （参加者 １５０名） 
４５９，０００円 

（３，０６０円） 

福利厚生事業委託特別会計支出合計  

【職員一人あたりの公費負担金額】 

１９，１１８，０００円 

【 ９，８５４円 】 

※ （ ）の数字は、当該事業の対象者一人あたりの公費負担額。 

※ 職員互助会が職員等からの会費のみで実施した事業は除きます。 

○ 互助会事業全体（一般会計と福利厚生事業委託特別会計の合計）に対する公費支出の割

合は、１９．１％です。 

※平成２２年度一般会計決算額（支出合計）は、８１，０００，０２７円 
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１３ 公平委員会の業務の状況（措置要求、不服申立及び苦情処理） 
（１）勤務条件に関する措置要求制度の概要と状況 
    職員は、給与等の勤務条件に関して、当局が適当な措置を講ずるよう公平委員会に要求

することができます。                      

（平成２２年度実績） 

平成 22年度 

当初係属件数 
新規申立件数 

処理件数 
平成 22年度末 

係属件数 申立容認 棄却 却下 取下げ 計 

1 0 0 1 (1) 0 1 0 

 

 

（２）不利益処分に関する不服申立制度の概要と状況 
      職員は、懲戒その他その意に反する不利益な処分に関して、公平委員会に不服の申し立

てをすることができます。                    

（平成２２年度実績） 

平成 22年度 

当初係属件数 
新規申立件数 

処理件数 
平成 22年度末 

係属件数 処分取消 
処分容認 

（棄却） 
却下 取下げ 計 

0 0      0 

 

 

（３）苦情処理制度の概要と状況 
    職員は、任用、給与、勤務時間その他の勤務条件、服務等人事管理の全般に関して、公

平委員会に苦情相談をすることができます。  

        （平成２２年度実績） 

平成 22年度当初係属件数 新規苦情相談件数 平成 22年度末係属件数 

0 0 0 
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〒250-8555 

神奈川県小田原市荻窪300 

小田原市企画部職員課（市役所３階赤通路） 

電話：0465-33-1241（直通） 

FAX ：0465-66-4916（直通） 

E-mail：shokuin@city.odawara.kanagawa.jp 

URL：http://www.city.odawara.kanagawa.jp/ 
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